
爽やかな新緑の季節になりました。浜松祭りに向け、子どもたち

が練習するラッパやお囃子が聞こえてきます。

製造品出荷額 静岡市が１位に。 浜松市は２位。

静岡県の工業統計（速報）によると、H28 年の浜松市の製造品出荷額は前年比 2.2%減少し

て 1 兆 7,827 億円であった。静岡市は前年比 5.4 ％増加の 1 兆 8,268 億円となり、県内第 1 位

となった。

浜松市近隣

の磐田市や湖

西市の出荷額

も減少してお

り、生産拠点

の海外シフト

が影響してる。

【浜松市と静岡市の産業構造】

円グラフは、浜松市と静岡市の出荷額

と事業所数の産業別構成比(％)である。

浜松市では全事業所数の約１／３が輸

送用機械器具と生産用機械器具の製造に

携わっており、その出荷額は全出荷額の

約半分を占める。

行政は本年 4 月に、外郭の

「浜松地域イノベーション推進機構」

内に『次世代自動車センター』を設置し、

EV 化や自動運転化に向けた取り組みを

加速させている。また、「新産業創出事

業」として産業用ロボットやその周辺装

置などの製品開発や事業化の支援を始め

た。既存の製造業の集積に IoT やビッグ

データ、AI等をどのように生かしていくか、柔軟な思考力や創造的センスが求められる。

■製造品出荷額等の推移 単位：億円

市 H17 H19 H21 H23 H25 H26 H27 H28

浜松市 27,533 32,257 20,981 19,701 21303 20,057 18,235 17,827

静岡市 16,498 17,869 15,427 15,611 17,517 17,584 17,331 18,268

磐田市 20,679 24,682 16,212 16,358 17,211 17,870 17,317 15,683

湖西市 13,306 16,685 14,077 15,428 17,504 17,504 16,315 15,510

静岡県工業統計より作成

■浜松市の出荷額の割合 ■浜松市の事業所数の割合

■静岡市の出荷額の割合 ■静岡市の事業所数の割合



静岡市では電気機械器具や食料品などの製造品出荷額が堅調に増加しており、浜松市を抜き

1 位となった。電気機械器具で全出荷額の約 4 割を占めるがその事業所は 6.2 ％であり、大手

家電メーカーの業績が市全体の製造品出荷額に影響する。従来より、静岡市は軽工業が中心で、

県平均よりも規模が小さく、食品や家具、サンダルなどの地場産業の比重が高い。行政の外郭

「静岡市中小企業支援センター B-nest 」では、例えば販路拡大の市場調査やマーケ

ティングなど商業サイドの支援に力を入れている。

工場立地 静岡県第１位 浜松市新都田に、大規模工場用地を造成中

経済産業省の H29年の工場立地動向調査（速報）によると、静岡県への工場立地は 95件（前

年比 28.4 ％増）で、2 年連続で全国１位となった。輸送用機械器具が 17 件、生産用機械器具

が 16件、食料品が 15件で、地域では、東部&伊豆が 38件と最も多く、浜松市を含む西遠は 17

件であった。

浜松市では H25年より「新･産業集積エリア整備事業」として、新東名高速道路･浜松 SAス

マート IC 周辺で大規模工場用地の整備を行っており、昨年より「第３都田地区工業用地」と

して造成完了済みの用地から分譲を始めた。今後、工場立地の増加により、雇用や定住人口の

増加、新規商取引など様々な波及効果が期待される。

＊＊＊＊＊～～ バ ン コ ク の 風 ～～＊＊＊＊＊

前号のコラム記事＝米国の配車サービス Uber（ウーバー）ですが、私もタイで頻繁に使っています。

４月上旬、Grab Taxi というローカルの配車サービスと統合しました。アジアでは苦戦しているようです。

タイ人は歩くのが嫌いで、ちょっとの距離でもバイクタクシーや車を使います。でも一方で、健康志向の人

がすごく多いです。フィットネスクラブはどこも盛況。また、週末は必ずどこかでランニングイベントがあります。

タイでは"Bike for Dad"（国王のために自転車に乗ろう！）というスローガンのもと、自転車人口がものす

ごく増えました。それを受けて、スワナプーム

国際空港の外周に1週24.5kmの自転車専用

レーンが誕生。サイアムコマーシャル銀行が

CSRで作り、利用者は入場無料で使えるよう

になっています。東京や大阪にもこのような

先進的な環境はなく、タイの力を感じる一端

です。

朝日が昇るころ、美味しい空気を吸いなが

らの運動は格別です。タイ人を見習って、皆

さんも運動しましょう！ （バンコク・影山）
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